
        総務常任委員会会議録 

 

1 日 時 開会 令和 6年 10月 29日  9：30 

閉会 令和 6年 10月 29日 11：30 

2 場 所 委員会室及び現地（図書館） 

3 出 席 委 員 菊地哲也、堀江祐司、藤田一男、吉田克則、青砥與藏、吉村守広、鈴木孝則  

4 欠 席 委 員 なし 

5 出席要求者 

（説明員） 

総務課長、総務課長補佐、総務係長 

図書館長、図書館係長 

6 職務出席者 事務局長、書記 

7 付 議 事 件 第 1 職員の働き方改革等及び図書館の運営状況について 

 

8 議事の経過 

堀江祐司副委員長開会 

菊池哲也委員長あいさつ 

第 1 職員の働き方改革等及び図書館の運営状況について 

委員長：まず、職員の働き方改革等について、説明を求める。 

（総務課長が資料に基づき説明） 

委員長：質疑あるか。 

青砥與蔵委員：労働人口減っている。IT を駆使して効率よくしていかなければならない。パ

ソコン使用は午前中のみにして効果を上げている自治体もある。 

総務課長：IT・DX を駆使して効率よくしていきたい。導入に当たってはイニシャル・ランニ

ングコストの課題ある。 

青砥與蔵委員：DX具体的なものに至っていない。 

総務課長：総合案内に AIを導入している自治体ある。フレックスタイムの導入も考えられる。

テレワークは個人情報の扱いもあり難しい。 

吉田克則委員：今回の資料について、よくできていると思う。全て総務課でまとめたものか。 

総務課長：総務係長が素案をつくり、課長が修正した。全て総務課で作成したもの。 

吉田克則委員：検証はどのように進めてきているのか。 

総務課長：改めての検証作業は行ってはいない。組織全体での協議・検証の必要性は感じてい

る。 

青砥與蔵委員：今後、労働人口減ってくる。 

総務係長：採用募集しても応募がない、少ない状況。魅力ある職場環境づくりが必要。 

青砥與蔵委員：10年スパンの方向付けをしていくことが大切。 

総務課長：人が少なくてもできるようにしていくことが大切。DX に慣れる世代になれば、改

善されるもの出てくる。 

委員長：個人個人に仕事が与えられている。DXの使い方の想定は。 

総務課長：給付金の申請など。 

議 長 

確認印 

 



総務係長：個人情報保護の法律の関係で、進まない部分がある。 

委員長：質疑を終了する。 

（説明員退席） 

委員長：各委員の報告書の提出期限は、11月 12日（火）とする。 

（図書館へ移動） 

委員長：図書館の運営状況について、説明を求める。 

（図書館長及び図書館係長が資料に基づき説明） 

委員長：質疑あるか。 

青砥與蔵委員：委託先を観光協会へ変更したが、大きな問題はないと感じている。スタッフは

6人体制か。 

図書館係長：6 人のうち、2 名が司書の資格を持っている。スタッフは、内田洋行のときに研

修を受け、技術を習得している。これ以上少なくなると、シフト・ローテーションが難しい。

今の人数がベストと考える。 

青砥與蔵委員：委託料の内容は。 

図書館係長：人件費である。 

青砥與蔵委員：6人で 1200万円では少ないと思われるが。 

図書館長：観光協会からの見積りによる。相談があれば検討したいと思う。 

図書館係長：スタッフによって勤務時間が違う。短時間の方もいる。 

青砥與蔵委員：夏に涼み場所にしていただいているのは良いことである。来館者増にもつなが

る。 

図書館係長：中学生はテスト勉強場所にも使っている。 

藤田一男委員：貸出本の回収率は。 

図書館係長：督促は定期的に行っている。返済が遅れている人は 30人くらい。 

吉村守広委員：つり銭を 1000円用意しているが、金銭の出し入れどのようなものか。 

図書館係長：コピー使用する場合、1枚 20円いただいている。そのためのつり銭。 

吉村守広委員：貸出券 1人 2枚というのはあるのか。また有料か。 

図書館係長：ない。1人 1枚であり無料で発行している。 

吉田克則委員：委託契約だが、契約者の名前、期間は。観光協会と運営協議会の関係。 

図書館係長：観光協会は副会長、町は町長で契約している。1年ごとの契約である。図書館協

議会は 6月と 2月の年 2回開催している。委員は 7名であり、観光協会の事務局長も委員に

入っている。 

吉田克則委員：協議会で委託料の額については話になっているか。 

図書館係長：その場ではない。 

吉田克則委員：図書の選書は、司書任せか。教育委員会での基準はあるのか。 

図書館係長：新刊の情報が来るので、その中から司書が選んでいる。教育委員会からお願いす

るときもある。また、来館者からのリクエストもある。 

吉田克則委員：選書に当たってはチェック機能があってもよいのではないか。 

図書館係長：教育委員会で確認してから発注している。 



吉田克則委員：ノートパソコンを持参して、コンセント・電源を貸し出している図書館もある

が。 

図書館係長：当館でも可能である。机のあるところであれば。 

委員長：令和 6年度の図書購入予算は。 

図書館係長：200万円予算をとっている。 

委員長：質疑を終了する。 

副委員長による閉会 

（その後、館内の状況を確認） 

塙町議会委員会条例第 27条の規定により署名する。 

 令和  年  月  日  

          総務常任委員長 

 


